




要約:近年経膣超音波断層法による子宮頚管長の短縮例に早産の頻度が高いことが知られ

てきている.妊娠 19 週～22 週より 4 週間毎に 3 回子宮頚管長を測定し,その値に応じた治

療や処置を行うことにより妊娠 35 週未満の早産は消失し,早産全体の頻度も半分以下とな

り,この方法を妊婦健康診査に取り入れることにより早産を大幅に減少させうる可能性が

示された.


